
平成２６年（国）第６９８号

平成２７年３月３１日裁決

主文

本件再審査請求を却下する。

理由

第１　再審査請求の趣旨

再審査請求人（以下「請求人」という。）

の再審査請求の趣旨は、国民年金法（以下

「国年法」という。）による遺族基礎年金の

支給を求めるということである。

第２　再審査請求に至る経緯

本件記録によると、請求人が本件再審査

請求をするに至る経緯として、次の各事実

が認められる。

１　請求人は、国民年金の被保険者であっ

たＡ（以下「亡Ａ」という。）が平成○

年○月○日に死亡したので、請求人は亡

Ａの夫であるとして、平成○年○月○日

（受付）、厚生労働大臣に対し、遺族基礎

年金の裁定を請求した。

２　厚生労働大臣は、平成○年○月○日付

で請求人に対し、「遺族基礎年金は、被

保険者又は被保険者であった者の妻又は

子に支給する。（国年法第３７条）　あな

たの場合、遺族基礎年金を受けられる遺

族ではないため、遺族基礎年金を支給す

ることはできません。」として、遺族基

礎年金を支給しない旨の処分（以下「原

処分」という。）をした。

３　請求人は、原処分を不服として、標記

の社会保険審査官に対し、審査請求（以

下「本件審査請求」という。）をした。

４　社会保険審査官は、平成○年○月○日

付で、本件審査請求は　審査対象以外の

事項に関する不服申立てであり、不適法

なものであって補正することができない

として、これを却下する決定をした。

５　請求人は、なおも、原処分を不服とし

て、当審査会に再審査請求をした。請求

人が主張する不服の理由は、本裁決添付

の別紙記載のとおりである。

第３　当審査会の判断

１　公的年金制度の財政基盤及び最低保障

機能の強化等のための国民年金法等の一

部を改正する法律（平成２４年法律第

６２号。以下「平成２４年改正法」とい

う。）による改正前の国民年金法（以下

「旧国年法」という。）第３７条は、「遺

族基礎年金は、被保険者又は被保険者で

あった者が次の各号のいずれかに該当す

る場合に、その者の妻又は子に支給する。

ただし、第１号又は第２号に該当する場

合にあっては、死亡した者につき、死亡

日の前日において、死亡日の前々月まで

に被保険者期間があり、かつ、当該被保

険者期間に係る保険料納付済期間と保険

料免除期間とを合算した期間が当該被保

険者期間の３分の２に満たないときは、

この限りでない。」と規定し、各号の定

めとして、「１　被保険者が死亡したと

き」、２　被保険者であった者であって、

日本国内に住所を有し、かつ、６０歳以

上６５歳未満であるものが、死亡したと

き」、「３　老齢基礎年金の受給権者が、

死亡したとき」、「４　第２６条ただし書

（注：その者の保険料納付済期間と保険

料免除期間とを合算した期間が２５年に

満たないとき）に該当しないものが、死

亡したとき」と定めている。そして、平

成２４年法律第６２号第１条第２項の、

旧国年法第３７条中の「妻」を「配偶者」

に改める規定は、平成２６年４月１日か

ら施行すると定められている（平成２４

年改正法附則第１条第３号）。

２　これを本件についてみるに、本件記録

によると、亡Ａは、その死亡の当時（死

亡日：平成○年○月○日）、請求人の妻

であり、国民年金の第３号被保険者で

あったこと及び死亡日の前日において、

死亡日の前々月までに被保険者期間があ

り、かつ、当該被保険者期間に係る保険

料納付済期間と保険料免除期間とを合算

した期間が当該被保険者期間の３分の２

以上であったことが認められるが、請求

人は、亡Ａの夫であって、亡Ａの妻でも

ないし、子でもないことが明らかである

から、旧国年法第３７条所定の遺族基礎



年金を受けることのできるものに該当し

ない。したがって、原処分は、法令の規

定に則ったものであって、適法かつ妥当

な処分であることは明らかである。

３　これに対し、請求人は、平成２４年改

正法により、旧国年法第３７条の規定中

の「妻」が「配偶者」と改められ、改正

後の同条の規定が平成２６年４月１日か

ら施行されることとなったが、被保険者

が施行日前に死亡した場合には適用され

ず、依然として憲法第１４条に違反する

男性に対する差別的状況が残っていると

主張し、これは、男性に対する差別的取

扱いに止まらず、専業主婦が亡くなって

も遺族基礎年金が支給されないというこ

とは、専業主婦には遺族基礎年金が支給

されるだけの価値がないということで

あって、女性に対する差別的取扱いでも

あるから、上記法律の規定にかかわらず、

請求人に対し、亡Ａ死亡に係る遺族基礎

年金を支給すべきであると主張する。

しかしながら、平成２４年法律第６２

号による改正後の国年法第３７条を本件

に適用することができないのは明らかで

あり、請求人の亡Ａに係る遺族基礎年金

の受給権の成否は、旧国年法第３７条の

規定によって決すべきところ、亡Ａの妻

でもなく子でもない請求人は、上記遺族

基礎年金を受給することはできないので

ある。請求人は、被保険者又は被保険者

であった者の夫に遺族基礎年金の受給権

を認めない旧国年法第３７条の規定は、

法の下の平等を定めた憲法第１４条に違

反すると主張する。しかしながら、旧国

年法第３７条の規定が憲法第１４条に違

反するか否かの判断は司法裁判所の専権

事項であって、社会保険審査官や当審査

会の審査の対象とはなしえないものであ

る。

４　社会保険審査官に対する審査請求及び

当審査会に対する再審査請求は、保険者

によってなされた処分が現行法令に照ら

して違法又は不当として取り消すべきか

どうかを審査するための不服申立手続で

あるから、社会保険審査官や当審査会が

審査権を有しない事柄についての判断

や、権限外の事項を内容とする決定や裁

決を求める審査請求及び再審査請求、あ

るいは、処分についての具体的な違法事

由、取消事由の主張がない審査請求及び

再審査請求は不適法であり、不服申立の

利益を欠くものというべきである。

なお、国民の請願をする権利は憲法

第１６条の保障するところであり、別紙

による請求人の主張を請願と解する余地

があるとしても、請願は、別に法律で定

める場合（国会法第９章、地方自治法第

６章第７節）を除いては、請願法（昭和

２３年法律第１３号）の定めるところに

よってすべきものであり（請願法第１

条）、社会保険審査官及び当審査会に対

する審査請求及び再審査請求の方法によ

りこれをすることはできない。

５　したがって、本件審査請求及び再審査

請求は、原処分に対する不服申立として

は、その利益を欠くものとして不適法で

あり、かつ、その不備を補正する余地が

ないものである。また、当審査会に対す

る再審査請求が適法とされるためには、

これに先行する審査請求が適法にされて

いることを要するところ、本件審査請求

は、上記のとおり不適法なものであるか

ら、本件再審査請求はその要件を欠くと

いう点でも不適法なものというべきであ

り、この不備を補正する余地はない。

よって、社会保険審査官及び社会保険

審査会法第４４条、第６条に基づき、本

件再審査請求を却下することとして、主

文のとおり裁決する。
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